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要 旨 

背景・目的：有害なアルコール消費は、早期死亡の主要な原因であり、加齢に伴う疾患と

関連している。生物学的老化は個人差が大きく、自然な老化とは異なり、生物学的老化の

バイオマーカー（DNAメチル化または脳構造測定に由来）が臨床的に関連する可能性が

示唆される。本研究では有害なアルコール消費は、より高い DNAメチル化年齢と脳年齢

の両方と関連し、これらの関連は加速された生物学的老化に対するより高いアルコール

使用の因果効果を反映すると仮定して検証した。 

方法：UK Biobank および Generation Scotland への登録者のうち現在飲酒者それぞれ

20,258人および 8,051人を対象とした。アルコール消費は自己申告に基づき、単位/週に

換算した。アルコール使用障害は、Alcohol Use Disorders Identification Test [AUDIT] 

スコアに基づき、AUDIT-C、AUDIT-P、総 AUDIT を評価した。エピジェネティックな

推定年齢は GrimAge および PhenoAge を用いて評価した。メンデルランダム化 (MR) 

分析を使用して、脳・エピジェネティック年齢に対する AUDITの因果関係について検討

した。 

結果：アルコール使用は、より高い脳年齢(AUDIT-C:β=0.053, p=3.16×10-13;AUDIT-P:

β=0.052, p=1.6×10-13;総 AUDIT スコア:β=0.062、p=5.52×10-16;単位/週:β=0.078、

p=2.20×10-16)、GrimAge (単位/週:β=0.053、p=1.48×10-7)および PhenoAge (単位/週:

β=0.077、p=2.18×10-10)と一貫した正の相関を示した。MR分析は、アルコール使用障

害と老の老化の加速の関連性を示した(β=0.118、p=0.044)。 

結論：本研究では、生物学的老化に対するアルコール消費レベルの因果効果を示す証拠は

見つからなかった。アルコール消費と生物学的老化の加速との関連メカニズムを研究す

る今後の研究が必要である。 

 


